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第 3 章ではスパッタリング法を用いたYBa2CUa07-ô (YBCO) 薄膜の成膜技術を検討し、 MgO 基板の両面で、膜
厚、臨界温度、臨界電流、表面抵抗の各値と均一性が良好な成膜法を確立した。また膜厚が500nm よりも厚くなる
と a 軸配向が現れる現象を明らかにするとともに、 c 軸配向膜を得る分割成膜法を提案した。
第 4 章では高温超伝導フィルタの設計・製作を行い、性能評価を行った。パターン加工では、 Ar イオンミリング




















を分析し、高い無負荷Q値が得られることを明らかにしているo また表面抵抗の小さい YBCO 薄膜を得るために、
スパッタリング法を用いた成膜技術を検討し、基板の両面に、膜厚、臨界温度、臨界電流、表面抵抗の各値と均一性
に優れる成膜法を確立している。特に膜厚が500nm よりも厚くなると a 軸配向が現れる現象を明らかにするととも
に、 c 軸配向膜を得る分割成膜法を開発している o
次に、高温超伝導フィルタの製作において、低損傷パターン加工法を開発している。これにより、 YBCO 薄膜マ




ルタを提案しているo これにより、低損失でありながら比帯域0.25% と L 寸、非常に狭帯域なフィルタを直径 2 イン
チの基板上で実現している o
最後に、高温超伝導フィルタと低雑音増幅器を小型冷却器で冷却するサブシステムを作製し、従来フィルタに比べ
数 dB 雑音が低く急峻な減衰特性を有する基地局受信フィルタサブシステムを実用化している。これにより、携帯端
末の送信電力が35%低減できるなど、実用的に優れた特性を持つことを実証している。
以上のように、本論文は高温超伝導フィルタの要素技術に関する基礎検討から、新規高性能フィルタの提案、およ
びこれを用いた移動体通信基地局用受信フィルタの実用化までと、幅広く行われた研究成果をまとめたものであり、
博士(工学)の学位論文として価値があるものと認める。
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